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建
造
物
で
あ
る
法
隆
寺
金
堂
で
失
火
が
あ
り
、

仏
教
壁
画
の
最
高
傑
作
と
言
わ
れ
た
十
二
面

壁
画
の
大
半
が
焼
失
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も

文
化
財
の
焼
損
が
相
次
い
だ
こ
と
か
ら
、
文

化
財
保
護
に
つ
い
て
の
総
合
的
法
律
と
し
て

昭
和
2
5
年
に
文
化
財
保
護
法
を
施
行
し
、
昭

和
3
0
年
に
は
文
化
庁
と
消
防
庁
の
主
唱
に

よ
り
　
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
　
を
制
定
し
て
、

全
国
的
に
文
化
財
防
火
運
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。現
在
、
練
馬
区
内
に
は
1
6
1
件
の
登
録
文
化

財
が
あ
り
ま
す
が
、
紙
や
木
な
ど
の
燃
え
や

す
い
も
の
も
あ
り
、
あ
わ
せ
て
文
化
財
の
火

災
原
因
の
多
く
が
放
火
や
焚
き
火
等
か
ら
の

飛
び
火
に
よ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
常
に
火

災
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

長
い
歴
史
の
中
で
先
人
が
守
っ
て
き
た
貴
重

な
文
化
財
が
簡
単
に
灰
に
な
っ
て
し
ま
う
恐

最
近
で
は
、
平
成
1
4
年
1
1
月
に
岩
手
県
大

迫
町
の
民
俗
資
料
収
集
室
が
焼
け
、
1
2
月
に
は

北
海
道
で
世
界
最
古
の
漆
の
副
葬
品
が
焼
損
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
の
新
潟
県
中
越
地
震

で
は
多
く
の
貴
重
な
文
化
財
が
被
害
に
あ
っ
た

こ
と
は
、
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

あ
ら
ゆ
る
災
害
か
ら
文
化
財
を
守
り
次
代
に

伝
え
て
い
く
こ
と
は
、
現
代
に
生
き
る
我
々
の

責
務
で
も
あ
り
ま
す
。
な
か
で
も
人
災
的
要
素

が
強
い
火
災
は
、
心
掛
け
次
第
で
防
災
効
果
が

大
き
く
違
っ
て
き
ま
す
。
可
燃
物
の
除
去
や
整

理
整
頓
な
ど
、
放
火
さ
れ
な
い
環
境
づ
く
り
も

そ
の
一
つ
で
す
。
関
係
者
に
よ
る
防
災
設
備
の

点
検
・
整
備
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
ぐ
る

み
で
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

1
月
2
6
日
の
文
化
財
防
火
デ
ー
を
中
心
に
、

区
内
で
も
、
文
化
財
を
保
管
し
て
い
る
寺
社
の

協
力
の
も
と
、
所
轄
三
消
防
署
や
消
防
団
に
よ

る
消
防
演
習
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
関
係
者
の
通

報
か
ら
始
ま
り
初
期
消
火
、
面
体
マ
ス
ク
・
圧

縮
ボ
ン
ベ
着
用
隊
員
に
よ
る
負
傷
者
の
救
助
や

搬
送
、
そ
し
て
文
化
財
の
搬
出
。
こ
の
間
、
各

ホ
ー
ス
の
連
結
が
行
な
わ
れ
、
い
よ
い
よ
▲
斉

放
水
・
・
・
。
放
水
銃
や
可
搬
式
ポ
ン
プ
あ
る

い
は
消
防
車
か
ら
の
放
水
は
さ
す
が
に
迫
力
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
訓
練
が
隊
長
の
指
揮
・

命
令
の
も
と
本
番
さ
な
が
ら
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
日
時
　
1
月
2
6
日
　
（
木
）
　
午
前
1
0
時

○
場
所
　
南
蔵
院
（
中
村
1
・
1
5
・
1
）

土
支
田
八
幡
宮
（
土
支
田
4
・
2
8
・
1
）

本
立
寺
（
関
町
北
4
・
1
6
・
3
）
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平
成
1
6
年
、
文
化
財
に
登
録
さ
れ
た
「
石

神
井
西
尋
常
小
学
校
の
リ
ー
ド
オ
ル
ガ
ン
」

は
昭
和
初
期
に
製
造
さ
れ
、
小
学
校
で
唱
歌

教
育
の
た
め
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在

は
音
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
今
回
楽

器
と
し
て
の
命
を
復
活
さ
せ
る
べ
く
、
修
理

復
元
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
3
月
ま
で

オ
ル
ガ
ン
の
内
部
構
造
を
調
べ
な
が
ら
、
壊

れ
て
い
る
部
分
を
修
理
し
て
い
く
予
定
で
す
。

昭
和
初
期
の
足
踏
み
オ
ル
ガ
ン
は
ど
ん
な
音

色
な
の
で
し
ょ
う
か
？
早
く
聴
い
て
み
た
い

で
す
ね
。
リ
ー
ド
オ
ル
ガ
ン
の
修
復
が
完
了

し
た
後
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
3
月
日
日
号
の
区
報
で
お
知
ら
せ

す
る
予
定
で
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。
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平
成
1
8
年
は
成
年

狛
犬
ミ
ニ
講
座

元
旦
の
ね
り
ま
区
報
で
も
ご
紹
介
し
ま
し
た

が
、
今
年
の
干
支
に
因
ん
で
、
「
狛
犬
」
に
つ
い

て
解
説
し
ま
す
。

◇
狛
犬
と
は

神
社
の
神
殿
前
や
参
道
に
一
対
で
置
か
れ
て

い
る
　
「
獅
子
」
や
　
「
狐
」
　
を
か
た
ど
っ
た
獣
像

で
す
。
本
来
は
、
空
想
上
の
獣
で
あ
っ
た
獅
子

が
日
本
に
伝
わ
り
、
像
が
変
化
し
て
狛
犬
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
あ
く
ま
で

も
空
想
上
の
獣
で
す
か
ら
犬
を
模
し
た
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
厳
密
に
は
角
を
持
つ
も
の
が

「
狛
犬
」
　
で
、
角
を
持
た
な
い
の
は
　
「
獅
子
」

で
す
が
、
今
で
は
両
方
と
も
　
「
狛
犬
」
　
の
名
称

で
定
着
し
て
い
ま
す
。

狛
犬
は
神
前
な
ど
で
厄
を
除
け
、
悪
い
も
の

が
聖
域
に
入
ら
な
い
よ
う
護
る
役
割
で
置
か
れ

て
い
ま
す
。
沖
縄
で
は
民
家
の
屋
根
や
入
口
に

「
シ
ー
サ
ー
」
　
と
い
う
獅
子
に
似
た
空
想
の
獣

像
を
置
き
、
家
を
護
ら
せ
る
と
い
う
風
習
が
あ

り
、
そ
の
原
型
は
狛
犬
と
同
じ
く
エ
ジ
プ
ト
や

イ
ン
ド
、
中
国
の
　
「
獅
子
」
　
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
狛
犬
は
、
朝
鮮
半
島
を
「
高
麗
（
こ
ま
）
」

と
呼
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
朝
鮮
半
島
か
ら
伝

わ
っ
た
外
来
の
犬
と
い
う
意
味
で
　
「
狛
犬
」
　
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
◇
狛
犬
の
顔
の
違
い
は

互
い
に
向
き
合
っ
て
並
ん
で
い
る
狛
犬
の
顔

は
、
口
を
開
け
て
　
「
ア
」
　
と
発
音
し
た
よ
う
な

も
の
と
　
「
ウ
ン
」
　
と
発
音
し
た
よ
う
に
H
を
閉

じ
て
い
る
も
の
が
普
通
で
、
「
阿
畔
（
ア
ウ
ン
）
」

の
形
で
一
対
と
な
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
よ
う
に

寺
院
に
あ
る
　
「
仁
王
門
」
　
に
は
、
寺
に
入
ろ
う

と
す
る
者
を
左
右
で
睨
ん
で
威
嚇
す
る
よ
う
に

阿
形
像
と
陣
形
像
の
一
対
の
仁
王
像
が
立
っ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
狛
犬
の
原
型
と
な
っ

た
中
国
の
　
「
獅
子
」
　
に
は
阿
畔
像
は
一
般
的
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
に
伝
来
し
て
か
ら
、
「
阿
」

は
　
「
万
物
の
根
源
」
、
「
畔
」
　
は
　
「
一
切
が
帰
着

す
る
知
徳
」
（
広
辞
苑
）
と
い
う
密
教
の
影
響
を

受
け
、
始
ま
り
か
ら
終
わ
り
ま
で
の
一
切
を
護

る
守
護
獣
と
し
て
、
阿
畔
の
相
が
一
般
的
に
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

◇
狛
犬
の
い
ろ
い
ろ

日
本
最
古
の
石
造
の
狛
犬
は
奈
良
市
東
大
寺

南
大
門
に
あ
り
、
鎌
倉
時
代
に
造
ら
れ
た
も
の

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
狛
犬
が
神
社
の
参
道
な

ど
、
屋
外
に
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

一
般
の
方
々
が
奉
納
す
る
よ
う
に
な
る
江
戸
時

代
か
ら
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
練
馬
区
内
の

神
社
に
置
か
れ
て
い
る
狛
犬
は
7
8
対
と
一
方

が
欠
け
た
も
の
2
基
で
す
（
『
練
馬
の
石
造
物

－
神
社
総
集
編
』
）
。
一
番
古
い
狛
犬
は
氷
川
神

社
（
氷
川
台
4
・
4
7
）
に
あ
る
天
明
7
年
（
一
七

八
七
）
の
も
の
で
す
が
、
江
戸
時
代
の
も
の
は

6
対
で
、
大
多
数
が
明
治
以
降
に
奉
納
さ
れ
た

も
の
で
す
。
昭
和
初
期
ま
で
の
も
の
は
、
素
朴

な
も
の
か
ら
、
巻
き
毛
な
ど
の
彫
刻
も
深
く
、

像
の
姿
も
荒
々
し
い
も
の
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

に
富
み
、
蝉
据
（
そ
ん
き
ょ
）
し
て
い
る
姿
や
尾

を
高
く
上
げ
て
い
る
も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

戦
後
に
造
ら
れ
た
も
の
は
、
全
国
的
に
画
一
化

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
子
や
毯
（
ま
り
）
を
付

属
し
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
区
内
で
は
　
「
獅
子

型
」
と
「
狐
型
」
が
ほ
ぼ
同
数
で
、
「
狼
型
」
が

3
対
あ
り
ま
す
。

◇
何
が
刻
ま
れ
て
い
る
か

区
内
に
あ
る
狛
犬
の
ほ
と
ん
ど
は
、
神
社
に

奉
納
さ
れ
た
も
の
で
す
。
中
に
は
狛
犬
の
背
に

文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、

台
座
部
分
に
　
「
奉
納
」
や
「
奉
献
（
献
）
」
　
の
文

字
が
読
み
取
れ
ま
す
。
さ
ら
に
奉
納
者
名
が
刻

ま
れ
、
神
社
の
氏
子
が
協
力
し
て
奉
納
し
た
も

の
に
は
　
「
氏
子
中
」
　
の
文
字
や
奉
納
に
協
力
し

た
個
人
名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
「
願
主
」
は
個

人
の
場
合
に
は
奉
納
者
の
住
所
地
の
地
名
や
名

前
が
刻
ま
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
「
願

主
」
は
奉
納
者
で
、
「
世
話
人
」
と
あ
る
場
合
に

は
そ
の
代
表
者
で
す
。
ま
た
、
大
多
数
に
は
奉

納
し
た
年
号
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
制
作
し
た

石
工
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
江

戸
時
代
の
も
の
で
は
、
「
江
戸
浅
草
町
　
平
次

郎
」
、
「
牛
込
榎
町
　
仁
兵
衛
」
、
「
四
ッ
谷
塩
町

二
丁
目
　
本
橋
吉
兵
衛
」
、
「
輿
兵
衛
」
な
ど
江

戸
の
石
工
の
名
前
が
刻
ま
れ
、
江
戸
の
石
屋
に

発
注
し
て
造
ら
せ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

2
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」　 歩

③

昨
年
度
実
施
し
た
史
跡
散
歩
事
業
、
今
回
は

区
東
北
部
を
巡
る
。
東
武
練
馬
駅
南
口
を
出
て

ス
ト
ア
ー
の
壁
に
沿
っ
て
歩
く
と
旧
川
越
街
道

か
ら
早
瀬
道
　
（
徳
丸
道
）
　
が
分
か
れ
て
お
り
、

そ
こ
に
は
聖
観
音
座
像
や
仁
王
像
な
ど
1
4
基

の
石
造
物
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
古
く
か
ら
地

域
の
信
仰
を
集
め
て
き
た
北
町
観
音
堂
①
で

あ
る
。
旧
川
越
街
道
は
中
山
道
板
橋
宿
か
ら
川

越
に
至
る
道
で
あ
っ
た
。
そ
の
街
道
を
少
し
下

っ
て
南
下
す
る
と
阿
弥
陀
堂
②
が
あ
り
、
江
戸

六
上
水
の
一
つ
で
あ
る
千
川
上
水
を
開
削
し
、

代
々
上
水
路
取
締
役
を
勤
め
た
千
川
家
の
墓
が

あ
る
。田
柄
川
縁
道
ま
で
出
て
北
町
小
学
校
ま
で
行

く
と
そ
の
角
に
、
徳
川
綱
吉
御
殿
跡
の
碑
③
が

建
っ
て
い
る
。
川
越
街
道
に
戻
る
と
左
に
は
浅

間
神
を
祀
る
下
練
馬
の
富
士
塚
④
が
あ
る
。
実

際
に
富
士
登
拝
出
来
な
い
人
々
の
、
常
に
山
神

を
拝
し
て
い
た
い
と
い
う
願
い
が
伝
わ
っ
て
来

る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で
あ
る
。
な
お
、
大
き
な
社

殿
は
境
内
社
の
天
祖
神
社
で
あ
る
。
す
ぐ
裏
手

が
清
性
寺
跡
⑤
。
焼
け
残
っ
た
不
動
明
王
像
が

痛
々
し
い
。

再
び
川
越
街
道
に
出
て
北
町
商
店
街
を
歩
い

て
み
る
。
こ
の
あ
た
り
が
江
戸
時
代
の
下
練
馬

宿
の
中
心
だ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
は
そ
の

面
影
は
な
い
が
、
復
元
図
に
は
か
ご
屋
・
旅
籠

屋
と
い
っ
た
名
前
が
見
ら
れ
、
当
時
を
思
い
浮

か
べ
な
が
ら
歩
く
の
も
悪
く
な
い
。
本
陣
跡
を

左
に
曲
が
り
北
町
児
童
遊
園
に
行
く
と
、
大
山

道
道
標
⑥
が
環
状
八
号
線
（
大
山
道
）
　
工
事
の

た
め
仮
移
設
さ
れ
て
い
る
。
旧
川
越
街
道
と
の

分
岐
点
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

標
を
頼
り
に
、
遠
く
伊
勢
原
ま
で
大
山
詣
で
に

旅
立
っ
て
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
旧
川
越
街
道
を
突
っ
切
り
大
山
道
に

入
る
と
、
か
つ
て
田
柄
川
が
流
れ
て
い
た
。
そ

の
旧
橋
（
棚
橋
）
　
の
高
欄
親
柱
⑦
が
、
今
は
暗

渠
に
な
っ
た
緑
道
脇
に
残
さ
れ
て
い
る
。
次
の

角
に
あ
る
安
楽
子
育
て
地
蔵
⑧
か
ら
左
に
進

み
、
川
越
街
道
を
渡
る
と
、
金
乗
院
⑨
で
あ
る
。

三
代
将
軍
家
光
を
は
じ
め
、
代
々
の
将
軍
か
ら

寺
領
を
保
証
す
る
御
朱
印
状
を
賜
っ
て
い
る
。

ま
た
、
境
内
に
は
舟
形
光
背
に
六
体
の
地
蔵
を

浮
き
立
た
せ
た
一
石
六
地
蔵
が
、
美
し
い
姿
を

見
せ
て
い
る
。

下
練
馬
道
を
通
っ
て
緑
道
に
入
る
そ
の
角
に

は
、
東
本
村
の
庚
申
塔
⑩
が
建
つ
。
し
ば
ら
く

緑
道
を
歩
く
と
、
左
手
の
門
前
に
多
く
の
石
造

物
が
見
え
て
来
る
。
円
明
院
⑪
で
あ
る
。
寺
宝

と
し
て
文
亀
元
年
　
（
一
五
〇
一
）
　
の
弁
財
天
像

線
彫
の
板
碑
が
あ
る
。
す
ぐ
前
に
は
か
つ
て
田

柄
川
が
流
れ
て
お
り
、
古
く
か
ら
弁
財
天
信
仰

が
厚
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
今
神
橋
跡

か
ら
道
を
南
に
と
る
。
右
手
、
東
本
村
を
経
て

重
現
に
至
る
今
神
道
は
か
つ
て
、
台
地
の
裾
を

登
る
急
坂
路
で
崩
落
泥
土
に
難
渋
し
て
い
た
。

そ
こ
で
大
正
1
5
年
、
近
衛
師
団
の
工
兵
隊
が
地

元
青
年
団
と
共
に
改
良
工
事
を
し
、
そ
の
記
念

碑
が
諏
訪
神
社
⑫
に
建
つ
。

ま
も
な
く
、
城
北
中
央
公
園
の
広
大
な
緑
が

見
え
て
来
る
。
公
園
内
に
は
旧
石
器
か
ら
平
安

時
代
ま
で
の
複
合
遺
跡
（
栗
原
遺
跡
⑬
）
　
が
発

見
さ
れ
、
竪
穴
住
居
の
上
屋
が
復
元
さ
れ
て
い

る
。
公
園
裏
手
の
荘
厳
寺
⑭
に
寄
り
、
光
明
真

言
の
念
仏
を
一
億
回
唱
え
れ
ば
、
全
て
の
願
い

が
成
就
さ
れ
る
と
い
う
読
諦
塔
　
（
ど
く
じ
ゆ
と

う
）
を
見
て
、
光
伝
寺
⑮
ま
で
足
を
伸
ば
す
と
、

推
定
樹
齢
数
百
年
と
い
う
天
然
記
念
物
の
コ
ウ

ヤ
マ
キ
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
こ
の
観
音

堂
に
は
、
こ
れ
か
ら
訪
れ
る
氷
川
神
社
に
元
あ

っ
た
観
音
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
末
期

の
敬
神
廃
仏
思
想
は
一
八
六
八
年
の
神
仏
分
離

令
に
よ
っ
て
具
体
化
し
、
こ
の
観
音
像
も
地
中

に
埋
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
傷
つ
い
た

観
音
像
を
見
る
と
歴
史
を
垣
間
見
る
思
い
で
あ

る
。公
園
通
り
を
過
ぎ
て
左
に
台
地
を
下
る
と
、

大
氷
川
さ
ま
と
親
し
ま
れ
て
い
る
氷
川
神
社

⑯
の
杜
で
あ
る
。
区
内
唯
一
の
角
柱
型
水
盤
を

は
じ
め
、
区
内
最
古
の
狛
犬
な
ど
貴
重
な
文
化

財
が
多
い
。
ま
た
、
春
祭
に
は
三
年
に
一
度
、

神
輿
が
当
社
発
祥
の
地
お
浜
井
戸
に
渡
御
す
る
。

神
行
は
御
供
道
中
歌
を
唄
い
な
が
ら
進
み
、
井

戸
に
着
く
と
、
雌
雄
二
羽
に
扮
し
て
鶴
の
舞
が

演
じ
ら
れ
る
。
今
年
は
そ
の
例
大
祭
に
当
た
る
。

一
度
は
見
て
お
き
た
い
郷
土
の
祭
事
で
あ
る
。

公
園
通
り
に
出
る
と
す
ぐ
有
楽
町
線
の
氷
川
台

駅
で
あ
る
。

金乗院御朱印状
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郷
土
千 荒
川
上 毒
歪 裂

i
上
水
の
流
れ
と
人
々
の
く
ら
し

享
年
は
「
神
輿
渡
御
行
列
」

が
催
さ
れ
ま
す

行
列
は
、
午
後
1
時
過
ぎ
に
神
社
を
出
発
す

る
予
定
で
す
。
約
3
0
分
か
け
て
お
浜
井
戸
ま
で

行
き
、
「
鶴
の
舞
」
な
ど
の
後
、
復
路
も
行
列
で
、

戻
り
ま
す
。

千
川
上
水
は
、
将
軍
徳
川
綱
吉
の
元
禄
9

年
　
（
一
六
九
六
）
　
に
、
玉
川
上
水
か
ら
分
水

さ
れ
、
小
石
川
（
白
山
）
御
殿
・
湯
島
聖
堂
・

上
野
寛
永
寺
・
浅
草
御
殿
へ
の
給
水
を
目
的

と
し
て
開
墾
さ
れ
ま
し
た
。
本
郷
・
湯
島
・

外
神
田
・
下
谷
・
浅
草
な
ど
の
江
戸
の
町
へ

配
水
さ
れ
、
宝
永
4
年
（
▲
■
七
〇
四
）
以
降
、

現
練
馬
区
域
に
あ
た
る
関
村
・
上
石
神
井

村
・
下
石
神
井
村
・
中
村
・
中
新
井
村
・
下

練
馬
村
を
含
む
2
0
ケ
村
で
農
業
用
水
と
し

て
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

千
川
上
水
は
、
水
車
が
設
け
ら
れ
製
粉
・

精
穀
の
動
力
と
し
て
も
利
用
さ
れ
、
近
代
以

降
、
抄
紙
会
社
　
（
王
子
製
紙
）
　
な
ど
の
工
業

用
水
に
も
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
沿
岸

に
桜
が
植
樹
さ
れ
る
と
、
上
水
堤
は
「
新
小

金
井
」
　
と
し
て
、
玉
川
上
水
の
小
金
井
の
桜

に
対
比
さ
れ
る
名
所
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
流
域
の
人
々
の
く
ら
し
に
大

き
く
関
わ
っ
て
来
た
千
川
上
水
も
、
都
市
化

と
と
も
に
暗
渠
化
が
進
み
、
わ
ず
か
に
素
掘

り
の
ま
ま
残
っ
た
部
分
で
も
、
昭
和
4
6
年

（
一
九
七
一
）
　
に
大
蔵
省
印
刷
局
王
子
工
場

が
取
水
を
や
め
る
と
水
の
流
れ
が
見
ら
れ
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
、

水
辺
環
境
は
見
直
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
平
成
元

年
二
九
八
九
）
　
に
清
流
復
活
事
業
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
展
示
で
は
、
千
川
上
水
が
人
々
の

く
ら
し
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
き
た
か
、

さ
ま
ざ
ま
な
資
料
か
ら
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
会
場
　
郷
土
資
料
室
（
石
神
井
台
1
・
1
6
・
3
1

電
話
3
9
9
6
・
0
5
6
3
）

○
日
時
　
3
月
1
8
日
　
（
土
）
　
～
5
月
1
4
日

（
目
）
　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

※
月
曜
日
、
第
4
金
曜
日
、
5
月
4
日

（
木
）
　
は
休
室
。

○
学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説

①
3
月
1
9
日
（
日
）
　
②
5
月
7
日
（
目
）

※
①
②
と
も
に
午
後
1
2
時
5
0
分
か
ら
約
3
0

分
、
直
接
会
場
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

○
講
演
会
　
大
石
学
氏
（
東
京
学
芸
大
学
教
授
）

「
千
川
上
水
と
武
蔵
野
・
江
戸
（
仮
題
）
」

※
詳
し
く
は
、
ね
り
ま
区
報
3
月
1
1
日
号

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

江戸水道配水図

（郷土資料室所蔵千川家文書）

今
年
4
月
9
日
（
R
）
に
、
氷
川
神
社
（
氷
川

台
4
・
4
7
）
で
、
三
年
に
一
度
の
「
神
輿
渡
御
行

列
（
み
こ
し
と
ぎ
ょ
ぎ
ょ
う
れ
つ
）
」
が
催
さ
れ

ま
す
。
神
輿
を
先
頭
に
太
鼓
な
ど
を
持
ち
、
約

百
名
の
氏
子
の
方
々
が
氷
川
神
社
か
ら
行
列
を

組
み
、
神
社
発
祥
の
地
と
さ
れ
る
「
お
浜
井
戸
」

（
桜
台
6
・
3
2
）
ま
で
歩
き
ま
す
。
神
輿
が
発
祥

の
地
へ
遷
る
こ
と
か
ら
「
お
里
帰
り
」
と
も
称

し
て
い
ま
す
。

途
中
、
石
神
井
川
沿
い
で
は
、
区
登
録
無
形

民
俗
文
化
財
の
　
「
神
輿
渡
御
の
御
供
道
中
歌
」

が
歌
わ
れ
ま
す
。
扇
子
を
口
に
あ
て
、
「
さ
か
き

ぽ
ん
や
　
ま
つ
か
や
な
み
の
　
追
風
さ
ほ
い
風

や
よ
が
り
よ
そ
ん
よ
こ
・
」
　
で
は
じ
ま
る
歌

は
、
『
体
源
抄
』
と
い
う
書
物
に
記
録
さ
れ
て
い

る
中
世
の
風
俗
歌
と
詞
章
が
似
て
お
り
、
古
く

か
ら
歌
い
継
が
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。お
浜
井
戸
に
行
列
が
到
着
し
、
祝
詞
の
後
、

獅
子
舞
と
「
鶴
の
舞
」
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。
「
鶴

の
舞
」
　
は
全
国
的
に
も
珍
し
い
も
の
で
、
練
馬

区
の
無
形
民
俗
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
紋
付
羽
織
姿
の
氏
子
二
人
が
、
竹
の
骨

組
み
に
小
さ
く
切
っ
た
白
い
紙
を
貼
り
付
け
た

鶴
の
冠
を
被
り
、
雌
雄
▲
‥
対
の
鶴
に
扮
し
て
太

鼓
に
合
わ
せ
て
踊
り
ま
す
。
羽
織
を
広
げ
て
は

ば
た
く
姿
、
一
瞬
の
雌
雄
の
触
れ
合
い
な
ど
、

素
朴
な
舞
で
す
。
五
穀
豊
穣
、
子
孫
繁
栄
な
ど

を
願
う
民
俗
行
事
で
す
。

郷
土
資
料
室
の
移
転
期
間

変
更
の
お
知
ら
せ

前
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
、
一
時
移
転
期

間
が
左
記
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
し
た
の

で
再
度
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
業
務
内

容
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
移
転
期
間
1
月
5
日
（
木
）
～

2
月
1

9
日
（
日
）

▽
移
転
先
郷
土
資
料
仮
設
収
蔵
庫

（
石
神
井
町
5
・
1
2
・
7
）

▽
問
合
せ
郷
土
資
料
室

電
話
3
9
9
6
・
0
5
6
3

＊
2
月
2
1
日
（
火
）
～
2
8
日
（
火
）
ま
で
は
元

に
戻
る
準
備
の
た
め
休
重
し
ま
す
。
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